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コミュニケーションを支える取組

「話せる」あんしん「伝える」よろこび



言葉を伝えることやそれを受け止めることに、困難を抱えている人がいます。
そうした人たちのコミュニケーションを、当事者同士で助け合ったり、

ボランティアとして手伝ったりする取組を紹介します。

「話せる」あんしん「伝える」よろこび
コミュニケーションを支える取組

ゆるく、明るくつながる

　吃音のある10代から30代を対象
に、1～2ヶ月に1回のペースで京都
と大阪で例会を開催しています。例
会には学生が多く参加しており、ゆる
い雰囲気のもと、少人数のグループ
に分かれて困りごとの共有をしたり、
雑談やゲームをして過ごしています。
　吃音とは、話す時に詰まったり同じ

音を繰り返したりするなど、滑らかに
言葉が出ない状態のことを言いま
す。飲食店でメニューが言えない、授
業で発言を求められた際に言葉に詰
まるなど、当事者は日常のふとした
場面で悩みを抱えています。また、面
接やプレゼンなどの大事な場面で悔
しい思いをすることもあります。うぃ
ーすた関西は、そうした経験を当事
者同士で明るく話し合える貴重な場
となっています。

　

「関わる不安」を和らげる

　参加者の中には、他者との会話を
避けて過ごしてきた人も多く、初めて
の参加者のほとんどがとても緊張し

ています。ですが、例会でコミュニケ
ーションの経験を重ねることで、話す
ことへの緊張感が少し解けたり、ほ
かの参加者の姿をみて自分もがんば
ろうと元気をもらったりと、参加者が
少しずつ変化する様子を見られるこ
とは大きなやりがいになっています。
　大学生になってうぃーすたの活動
に参加するようになった当事者が、
「明るくなった」と言われるようにな
ったと聞いたときは、とても嬉しい気
持ちになりました。
　吃音の程度や症状の傾向は人に
よってさまざまです。その捉え方や向
き合い方も一人ひとり異なります。う
ぃーすた関西では、お互いの思いを
尊重して、いっしょに楽しく過ごせる
場をつくっていきたいです。

活動日時 1～2ヶ月に1回開催
 次回：2月17日(土) 14:00～16:30
 ※申込要。メールまたはSNSのDMよりご連絡ください。
活動場所 京都・大阪の、カフェ・レンタルスペースなど
 詳細はホームページ、SNSをご確認ください。
参加対象 10代～30代の吃音症当事者、支援者
定　　員 10名程度
参 加 費 無料（カフェ等で開催する場合は、飲食代等実費）
メ ー ル we.stu.kansai@gmail.com
ホームページ https://we-are-stutt.jimdofree.com/
インスタグラム https://www.instagram.com/westu_kansai/
X（旧Twitter） https://twitter.com/westu_kansai

自分のペースで話す　元気になる
うぃーすた関西　▶［対象］ 吃音（きつおん）症の人

うぃーすた関西

メール ホームページ インスタグラム X
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ともに学ぶ仲間と出会う

　がんなどの疾病により喉頭を切除
し、声帯を失った方が集い、学ぶ場と
して、発声教室や勉強会を開催して
います。
　発声教室では、「食道発声」という
発声法や「EL（電動式人工喉頭）」と
いう機器を用いた発声法を、当事者
の先輩が後輩に教えています。その
ため、教室は声の出し方を学ぶ場で
あると同時に、同じ境遇の人とつな
がることができる場にもなっていま
す。手術などにより声を失うと、落ち
込んで引きこもりがちになる人も多
いですが、話せる方法があると知る
ことは当事者の励みになります。「手
術前はみんなとわいわいできなくな

ると思っていた」という人が教室で明
るく過ごす姿を見たり、「家族も喜ん
でいた」と聞くと、とてもやりがいを
感じます。

前向きな姿を届ける

　京都喉友会では、当事者の前向き
な姿も積極的に発信したいと考えて
います。今年度は、当事者の気持ちや
“あるある”を詠む「こうゆう句」とい
う企画を新たに実施しました。
　「慣れている 声出し禁止の　応援
は」「おーいお茶　叫ぶは　夢の中
ばかり」など声が出ないことを詠ん
だ句や、「喉友会　声取り戻す　よろ
こびに」などの前向きな気持ちを表
現する句が集まり、自身の状態や気

持ちを周りに伝えられる楽しい機会
になりました。
　発声方法のうち、器具を使わず話
す「食道発声」は、習熟すると自然な
話し方ができるようになる一方、ある
程度の体力も必要となります。近年、
高齢で声帯を失うケースが増えたこ
とで、「食道発声」に挑戦しづらいと
いう声が多くなりました。それでも、
「食道発声がしたい」という当事者の
ため、喉友会では自分たちの活動を
引き継いでいく必要があると考えて
います。そこで、遠方からでも参加で
きる「オンライン発声教室」を開始し
ました。
　この活動を必要としている当事者
とのつながりが少しでも増えるよう、
今後も取り組んでいきます。

活動日時 発声教室　京都教室
 1ヶ月に3～4回開催
 今月：1月10日(水)、18日(木)、24日(水)、31日(水)
 　時間はすべて13:30～15:00
 ※参加希望の方は、電話またはメールにてご連絡ください。
活動場所 ひと・まち交流館 京都 内　会議室
参加対象 喉頭がん、咽頭がん、食道がんなどで声帯を失った人
参 加 費 見学無料、会員制度（年会費・入会金あり）
電　　話 075-951-5609
メ ー ル kyotokoyukai@gmail.com
ホームページ https://www.kyotokoyukai.com/

声を取り戻す つながりが生まれる
京都喉友会（きょうとこうゆうかい）　▶［対象］ 声帯を失った人

京都喉友会

「こうゆう句」をまとめた冊子

メール ホームページ
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　「話すこと」「聞くこと」は、人とつながるために大きな役割を果たします。その部分に悩みを抱え
る人たちにとって、同じ立場の人とつながったり、さまざまな人との交流が生まれることは、大きな
励みになっています。つながりを支える活動に、ぜひ参加してみてください。

おわりに

中途失聴・難聴者を
孤立させない

　要約筆記は、聞こえない・聞こえに
くい人へ、発言者の話を聞き、要約し
て文字で伝える通訳のことです。高
齢や病気などが原因で、言葉の聞き
取りがしづらい人に適したコミュニ
ケーション方法の一つです。
　聴覚に障がいのある人は手話を使
っていると思っていましたが、手話が
できない人のために要約筆記がある

ことを知って、興味を持ちました。
　かたつむりの活動は、要約筆記の
勉強会や中途失聴・難聴の人との交
流を通じて、中途失聴・難聴の人がい
っしょに楽しめる場づくりや、普通に
暮らすお手伝いをしています。要約
筆記者として活動するためには別途
試験を受ける必要がありますが、「困
っている人の力になりたい」
という思いがあれば、かたつ
むりの活動を通して、中途失
聴・難聴の人の孤独をやわら

げたり、社会に理解を広げていくこと
ができます。
　文字で伝えるという自分にできる
ことで中途失聴・難聴の人の助けに
なり、喜びや笑顔につながることはと
ても嬉しいです。これからも、中途失
聴・難聴の人の声を聴き、それに応え
ていきたいです。

ボランティア保険
ボランティア活動の　　　　 に備える

ボランティア保険

福祉行事保険

「ボランティア保険」は、ボランティア・市民活動を行う
個人を対象に、年度単位（4/1～翌年3/31）で加入
できる保険です。活動中の不慮の事故を補償します。

ボランティア保険の加入は各区社会福祉協議会でも受け付けています。
取組内容により加入できる保険は異なります。
詳細はホームページで確認いただくか下記に問合せください。

250円S
プラン 300円A

プラン 500円B
プラン

＜基本コース保険料＞ 保険料1名につき

こちらも
ございます

レクリエーション・
イベント開催時に

福祉事業者のための
福祉事業総合補償制度
まごころワイド

※地震災害等の支援ボランティア活動の際は天災コースにご加入ください！
　地震・噴火・津波によるケガも補償します。

メール：hoken@srm-net.co.jp
HP：https://srm.moushikomi.jp/
【引受保険会社】三井住友海上火災保険株式会社

● 問合せ先  京都市福祉ボランティアセンター

各区
社会福祉協議会

株式会社
エスアールエム

【取扱代理店】株式会社エスアールエム
 専用ダイヤル  TEL 075-255-0883
TEL 075-255-0881　FAX 075-255-0882

もしも パンフレット

文字で伝える　笑顔があふれる
京都市要約筆記サークルかたつむり　▶［対象］ 中途失聴・難聴者を支えたい人

活動日時・ ●手書き昼の部　原則第２・４火曜日13：30～15：30
場　　所 　みぶ身体障害者福祉会館（中京区壬生坊城町19-4）
 　または　京都市聴覚言語障害センター（中京区西ノ京東中合町2）
 ●手書き夜の部　原則第１・３木曜日19：00～20：50
 　みぶ身体障害者福祉会館
 ●パソコン部　月1回土曜か日曜日
 　京都市聴覚言語障害センターまたはオンライン
参 加 費 年会費3,000円
メ ー ル oota134@nifty.com（担当：太田さん）

京都市要約筆記サークルかたつむり

メール

パソコンを用いた要約筆記
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セルフヘルプ（自助）グループ

ボランティア募集
北区

スポーツボランティアに
興味のある人募集！

シニア世代の楽しいを応援！

　毎月開催しているシニアスポーツデーに参加する方のサポ
ーターを募集しています。活動はバドミントン・卓球・ソフトバ
レー・ウォーキングなど。スポーツの得意・不得意は問いませ
ん。シニア世代の方といっしょにスポーツを楽しみましょう！

� 毎月第2日曜日9：00～12：00      
� 島津アリーナ京都（北区大将軍鷹司町）   
� 市バス「大将軍」徒歩3分
� 18歳以上　�年会費1,500円（会報、保険料）
� 10名（先着順）
� 電話かメールで申込（要 ①氏名 ②電話番号 ③年齢）  
京都府立体育館スポーツボランティア協議会
「はぐくみ」（担当：櫻井）

� 090-3629-8013
� bohagukumi@gmail.com

メール

山科区

高齢者施設での
レクリエーションボランティア募集

日々の楽しみや笑顔を増やすために

　介護付き有料老人ホームでレクリエーション活動をしてく
ださる方を募集しています。フラダンスや演奏、演芸なども
歓迎しています。
　入居者の楽しみや笑顔を増やすために、日頃の成果を披
露しませんか。

� 曜日不問 14：00～16：00の間で可能な時間   
� 洛和ホームライフ山科東野
　 （山科区東野北井ノ上町11-2）
� 地下鉄「東野」徒歩10分、京阪バス「国道大塚」徒歩1分
� なにかしらの演目が披露できる団体や個人（団体の場
合、10人程度まで）

  �  １人につき交通費（500円）支給
� 電話で申込（要 ①氏名 ②電話番号）  
洛和ホームライフ山科東野（担当：山川）
� 075-582-8811
FAX：075-582-8810
� hl_yamashinahigashino@rakuwa.or.jp
� https://www.rakuwa.or.jp/

メール

ホームページ

中京区

市立病院でのボランティア募集

誰かのために活動してみませんか

　主に外来患者の受付補助や院内施設の案内、車いすの介
助などをお願いしています。患者の方がより安心して受診
できるようお手伝いください。

� 月曜日～金曜日（祝日除く）で8：30～12：00
　 ※活動日時は相談に応じます。   
� 中京区壬生東高田町1-2  
� 阪急「西院」、JR「丹波口」から徒歩10分、市バス「京都
市立病院前」下車すぐ

� 16歳以上で心身ともに健康な方
　 （未成年者は保護者の同意が必要）
� 右記のQRコードから
　 申請書をダウンロードし郵送 
地方独立行政法人京都市立病院機構
京都市立病院（ボランティア担当）
� 075-311-5311（代表）
� https://www.kch-org.jp/

申請書

北区

ギャンブル依存症学習会

依存症回復の取組を知る

　回復施設「一般社団法人グレイス・ロード」の職員を招き、
施設でのプログラムの紹介や地域密着の活動、就職支援に
ついて学ぶ講座です。
【講師】池田 文隆 氏（統括センター長）
　　　八木 真介 氏（生活支援員）
  【保育利用について】
QRコードのメールアドレスから申込
（要 ①保護者名 ②子の人数 ③子の名前 ④子の年齢）
締切：1月13日（土）
料金：子ども1人目1,000円、
　　  2人目以降500円

　（公財）日本社会福祉弘済会の助成を受け実施します。

� １月20日（土）13：30～15：30（受付13：00～）
� 京都市北文化会館　第1・2会議室
　 （北区小山北上総町49-2キタオオジタウン内）
� 地下鉄「北大路」、市バス「北大路バスターミナル」下車すぐ
� ギャンブル依存に悩む本人、または家族や身近な方  
  �  無料　� 不要
全国ギャンブル依存症家族の会 京都（担当：安東）
� 080-4497-1811
� g.kazokunokai.kyoto@gmail.com
� https://gdfam.org/group/kyoto/

保育申込
メール

ホームページ

5



イベント・講座

東山区

だれでも集える居場所

わいわい広場でいっしょに楽しもう！

　障がいのある人もない人もいっしょに楽しめるイベントを
不定期で開催しています。
　お菓子を用意しているので、食べながら楽しいお話ししま
せんか。 

� １月25日（木）13：00～15：00
� やすらぎ・ふれあい館
　 （東山区五条通大和大路東入 5丁目梅林町576-5） 
� 市バス「五条坂」徒歩２分、京阪「清水五条」徒歩10分
� どなたでも  
  �  無料
� 10名（先着順）
� 電話で申込（要 ①氏名 ②電話番号 ③参加日）
わいわい広場（担当：坂本）
� 090-3874-5221

右京区

要約筆記教室

文字で伝える手法を学びませんか

　聞こえない、聞こえにくい方に話の内容を「文字」で伝え
る要約筆記はパソコン要約と手書き要約の2つの手法があ
ります。パソコンの文字入力が得意な方や、文字を書くこと
が好きな方、まずは一日体験からはじめてみませんか。

� 2月3日（土）13：30～15：30
� ホテル ビナリオ 嵯峨嵐山（コミュニティ嵯峨野）
� JR「嵯峨嵐山」下車すぐ
� 要約筆記に関心のある方  
  �  無料
� 20名
� 電話かメールかFAXかハガキで申込（要 ①氏名 ②住
所 ③電話番号 ④案内を知ったきっかけ）

　 締切：1月26日（金）
京都市中途失聴・難聴者協会右京支部
（問合せ・申込先：京都市右京区社会福祉協議会）
〒615-8511　右京区太秦下刑部町12
右京区総合庁舎5階
� 075-865-8567
FAX：075-865-8569
� info@ukyoku-syakyo.net

メール

東山区

東山区における認知症の今とこれから

東山区地域福祉シンポジウム

　認知症に関する最新の情報と、住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けるためにみんなで考えましょう。 

� 2月6日（火）13：30～15：30
� 京都華頂大学　華頂ホール/6号館4階
　 （東山区林下町3-456） 
� 市バス「知恩院前」徒歩5分
� 興味・関心がある方ならどなたでも  
  �  無料
� 70名（先着順※区内在住・通勤の方優先）
� 電話かメールかFAXで申込（要 ①氏名 ②年齢 ③学
区 ④電話番号 ⑤所属）　締切：1月30日（火）

東山区地域福祉推進委員会
（問合せ・申込先：京都市東山区社会福祉協議会）

� 075-551-4849
FAX：075-551-4858
� higashi@kcsw.jp

メール

中京区

初心者向け傾聴講座

“聴く”大切さ～聴ける人になるために～

　傾聴活動に興味がある方が「話を聴く」ことを体験できる
講座です。少しでも生きやすい社会になるようにあなたも聴
き上手になってみませんか？

� ２月 3 日（土）14：00～16：00（3階　視聴覚室）
　  3月 9 日（土）  9：40～11：40（4階　第5会議室）
　  3月23日（土）14：00～16：00（4階　第5会議室）
　  ※各回30分前から受付開始
　  ※講座内容はいずれも同じです
� ハートピア京都
� 地下鉄「丸太町」下車すぐ
� 傾聴初心者の方　�無料
� 各回先着12名
� 電話かFAXで申込（要 ①希望日 ②氏名 ③連絡先）

第47期 電話相談員養成講座説明会をおこないます。
2月23日（金・祝）14：00～16：00
会場：ハートピア京都

※詳細はホームページをご確認ください。
京都いのちの電話
9：30～17：30（日祝休）
� 075-864-1133 　
FAX：075-864-1134
� http://kyoto-lifeline.com/
※ボランティアセンターが主催する「Let'sボランティア！ 
　ボランティア入門講座」でも簡単に活動の紹介を行い
　ます。詳細は裏表紙をご覧ください。

ホームページ

6 アイコン説明… � 日時　� 場所　� アクセス方法　� 対象　� 費用　� 定員　� 申込方法　� 備考



下京区

傾聴ボランティア養成講座（全6回）

傾聴ボランティアをはじめてみませんか

　傾聴ボランティアとは人の心に寄り添い、思いを聴かせて
いただくことで穏やかに癒す活動です。ホームページもあわ
せてご確認ください。

� ４月22日（月）、5月8日（水）、20日（月）、６月10日（月）、
24日（月）、7月8日（月）いずれも9：30～16：00

� ひと・まち交流館 京都　会議室
� 市バス4・17・205「河原町正面」下車すぐ、京阪電車
「清水五条」徒歩8分

� 傾聴ボランティアとして活動したい方   
  �  15,000円（全6回分）
� 8名（先着順）
� メールかFAXかハガキで申込（要 ①氏名 ②年齢 ③
住所 ④連絡先） 

　 締切：3月15日（金）必着
京都 PANA-ALC
〒602-8268 上京区山里町241-12
京都 PANA-ALC事務局
� 090-9611-3893
FAX：075-441-3584
� pana.alc.office@gmail.com
� https://pana-alc.jimdofree.com

メール

詳細

右京区

子どもたちの楽しい居場所

大学生といっしょに遊ぶ！ 学ぶ！

　立命館大学の学生が中心となり、子どもたちにさまざま
な経験をしてほしいという思いから、いっしょに遊んだり、学
んだりできるイベントを行っています。
　活動の詳細は、インスタグラムで紹介しています。

� 毎月第2週目と第4週目に1回ずつの月2回（不定期）
　  主に午後の時間帯
� NPO法人えがおの家（右京区龍安寺五反田町19）
� 京福電鉄「龍安寺」徒歩2分
� 主に小学校低学年
  �  100円（イベント内容により変動）
� LINEのお友達登録後、メッセージから申込
　 （要 ①イベント名 ②子どもの氏名 
　 ③年齢・学年）
学生団体FamiRy（担当：大谷）

LINE

インスタグラム

下京区

多様な視点で地域の防災を考える

福祉・多様性・男女共同参画の視点から

　災害をきっかけに起こるさまざまな困りごとに対応する
ために、何ができるのか。災害について学び、平時からでき
る備えを具体的に考えてみませんか。
【講師】
斉藤 容子 氏（関西国際大学客員教授）
武山 世里子 氏（社会福祉法人ミッションからしだね）
大久保 暁 氏（暁project合同会社CEO）

� 2月10日（土）13：30～16：00
� ひと・まち交流館 京都　3階　第4・5会議室
� 市バス4・17・205「河原町正面」下車すぐ、京阪電車
「清水五条」徒歩8分

� 地域活動に従事している方やボランティア、防災に関
心のある方  

  �  無料
� 50名（先着）
� QRの申込フォームかメールかFAXで申込
　 （要 ①氏名・ふりがな ②住所 ③年齢 ④電話かFAX） 
京都市男女共同参画センター ウィングス京都
京都市災害ボランティアセンター
京都市福祉ボランティアセンター
【申込先】
京都市男女共同参画センター ウィングス京都
メール：jigyo@wings-kyoto.jp　
FAX：075-212-7460
【問合せ】
京都市災害ボランティアセンター
� 075-354-8728
メール：office@ksvc.jp

申込先

下京区

生理用品配布会

毎月必要となる生理用品で困っていませんか

　本人確認などの手続き不要です。エコバッグや袋を持参
の上、お気軽にお越しください。無くなり次第終了します。
（共催　京都市福祉ボランティアセンター）

� 2月8日（木）16：00～19：00 
� ひと・まち交流館 京都　1階　作品展示コーナー
� 市バス4・17・205「河原町正面」下車すぐ、京阪電車
「清水五条」徒歩8分

�  無料
� 事前申込不要
NPO法人
お客様がいらっしゃいました.
� info@periodiscoming.org

X（旧ツイッター）

インスタグラム
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〒600-8127　京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83番地の1
（河原町通五条下る東側）「ひと・まち交流館 京都」3階

〈設置〉京都市
〈運営〉社会福祉法人京都市社会福祉協議会

TEL 075-354-8735　FAX 075-354-8738　� v.info@hitomachi-kyoto.jp
� http://v.hitomachi-kyoto.jp/

編集・発行／京都市福祉ボランティアセンター

京都市福祉ボランティアセンター

【交通機関】 ● 京都市バス4 ・ 17 ・ 205号系統「河原町正面」停留所下車
 ● 京都市営地下鉄烏丸線「五条」下車、5番出口より徒歩約10分
 ● 京阪電車「清水五条」下車、1番出口より徒歩約8分
 ● 立体駐車場　最初の1時間410円、以後30分ごとに200円
 　(混雑が予想されますので、できる限り公共交通機関をご利用ください) 
【開所日時】 ● 月～土 ： 9：00～21：00　● 日・祝：9：00～17：00
 ● 休館日 ： 第3火曜日(祝日にあたる時は翌日)、年末年始

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。2

　　Instagram
@kyotocityvinfo

　　Facebook
京都市福祉ボランティアセンター

　　X（旧Twitter）
@kyoto_vora

ホーム
ページ

京都市社会福祉協議会は、
KESステップ2を取得し、環境
負荷低減につとめています。

ひと・まち
交流館 京都3階 

JR 京都駅

京都市福祉ボランティアセンター　� 075-354-8735　� v.info@hitomachi-kyoto.jp上記 4 講座
共通問合先・
アクセス方法 ひと・まち交流館 京都　�市バス4・17・205「河原町正面」下車すぐ、京阪電車「清水五条」徒歩8分

下京区

Let'sボランティア！
ボランティア入門講座

ボランティアに興味がある人集まれ！

　ボランティアをはじめたい！ そんな方にボランティアとは？
から活動の探し方などいっしょに疑問や不安を解決する講座
です。後半は実際に活動されているボランティアさんをお招
きし、活動をはじめた経緯ややりがいなどをお伺いします。
●1月24日（水）14：00～15：00
【ゲスト】 社会福祉法人京都いのちの電話
　　　　（電話での傾聴）
●2月27日（火）10：00～11：00
【ゲスト】 くらしの助け合いの会
　　　　（個別支援）
※それぞれ1回完結講座です。

� ひと・まち交流館 京都　3階　第 5会議室
� ボランティア活動をはじめたい方、興味・関心のある方 
 � 無料　� 申込フォームか電話で申込 （要 ①
希望日 ②氏名 ③所属 ④電話番号 ⑤メール
アドレス ⑥ボランティア活動経験の有無）

申込先

助け合いの会
ホームページ

京都いのちの電話
ホームページ

下京区

地域での暮らしを支える
「つながり」づくりとは

「当事者・当事者家族の思い」シリーズ

　これまでに思いを聴くシリーズに登壇いただいた“医療的
ケア児”と“強迫症”の当事者家族とともに、当事者・当事者
家族への理解を広げるための研修です。これからも地域で
ともに暮らすために、いっしょに「つながり」について考えて
みませんか。
【ゲスト】 清水 千明 氏（NPO法人i-care kids京都）
　　　　今吉 扶美 氏（強迫友の会OBRIオブリ）
　　　　浜内 彩乃 氏（精神保健福祉士）

� ２月16日（金）14：00～16：00 
� ひと・まち交流館 京都　3階　第4・5会議室
� 福祉職従事者等の支援者 
 �  無料　� 50名（先着順）
� 申込フォームで申込（要 ①氏名 ②所属 
　 ③電話番号 ④メールアドレス）

申込先

下京区

思いを聴く
～当事者・当事者家族の思い～

kyotoこころつながるプロジェクト

【テーマ】 生きづらさを抱える女性のひとりとして…
【ゲスト】 藤野 あけみ 氏（なないろ会）
【ファシリテーター】 精神保健福祉士　浜内 彩乃 氏
【内容】配偶者からのDV被害などにより、双極性障がい・
PTSDを抱える当事者に、これまでの経験や支援活動への思
いをお話しいただきます。

� 1月19日（金）19：00～20：30 
� ひと・まち交流館 京都　3階　第4・5会議室
� 興味・関心のある方　�無料
� 40名（先着順）
� 申込フォームで申込（要 ①氏名 ②電話番号
　 ③あなたのお立場 ④所属 ⑤ゲストへの質問）

申込先

下京区

Let'sチャレンジ！
助成金準備講座

助成金を申請するための下準備をしよう！

　「助成金を考えているけれど、今の状況ではちょっと難し
い…」と考えている団体のみなさん！ 何を準備しておくべき
か、講義・ワークでいっしょに考えてみませんか？ 助成金申
請にはじめて挑戦する団体向けの初歩的な講座です。

� 3月7日（木）13：30～15：00 
� ひと・まち交流館 京都　2階　第 1会議室
� ボランティアグループ等で活動している方 
 � 無料
� 申込フォームで申込（要 ①氏名 ②電話 
　 ③メールアドレス ④所属団体 ⑤主な活動内容）

申込先


